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ア メ リ カ ン ・ ユ ウ モ ア と E  C a ‡ d w e I l
赤 尾 著 一
Sign et 版 の “S ou th w ay s” に は ， C alやW ell の 作 品 が 三 千 万部 も出た
と苦 か れ て い るが ， これ は ア メ リカ にお い て もち よっ と他 に例 を見 な tl売
行 きで あろ う。 そこで何が い ったい このす さま じい 人気の原因で あるか と
い うこ とに な るが ， そ れ につ いて は い ろい ろ考 え られ る。 初 め“T ob acco
R oad”や“G od，s L ittle A cre，，が 出た ころは，南部社会の矛盾に対 す る社
●会 的 プ ロテ ス †で あ る とい う点で 注 目 され た が ，今 日で は こ うい う見 方 は
少 な くな った よ うで あ る。 R ．C an tw ell に言 わせ ると ，彼 の 作 品 の 申に
含 まれ る敵 情 さ冷酷 さ（unfe占Iingness），例 えば “T obacco R oab”の 中で
鼻のな↓、女牧 師が：1年が 白方の半分に もな らぬ D u de と， 自動車 を餌 に
して結婚 す る光景 は．けっして滑稽 な どとは言 われぬが ，その事で老婆 を無
残 に ひ き殺 して ，しか も何 の苛 責 も感 じて い ない と こ ちや ，“Journ ey m an ”
の中の不道徳 な牧 師が ，猿滑 な手管で素朴な農民 をつ ぎつ ぎと欺 瞞 して い
く場面な どは，彼の作 品の随所 に見 られ る同 じよ うな場 合の，ほんの一例
にす ぎぬが， こ うい った u n feelin g ness に読者 の中の同 じものが共 鳴す
るのではないか と述べて い る。 あ るぃ はまた SeX の問題が ある。 これは
お そら く C aldw ell の作品の 申で最大の問題の一つで あ り，従 って それ■
が 読 者 の 蹄 心 を強 くそ そ る こ とは 言 うまで もな い。
以 上 の よ うな 理 由 と と もに ， C aldw ell が b um orist で あ り， また
A m erican b u m or の現代作 家の中の第 一の後継者セ あ るとい うこと も取
り上 げな くて はな らぬ と思 われ る。南部 G eorgia のお よそ現代文化 とは
隔絶 した 片田舎 につ ぎつ ぎと起 るささいな 事柄の申に， ち ょうど M ark
T w ain が M ississippi 河畔の少年た ちの 自由 奔放 な 生活の 中に，ア メ
リカ独 特 の ユ ウ モア を見 出 した よ うに 彼 もア メ サカの 土か ら生 れた ， 田舎
その もの の ユ ウモ ア を 見 出 して ， それ を現 代 の もの として 表 現 した と こ ろ
に現代 のア メサカ人は一種の郷愁 と憩いの場所 とを発見す るので はないか
と思 われ る。
I
C aldw ell の作品 を大別す ると，社会的 関心の強 い もの と，人間 その も
の の 中に び そむ 滑稽 さを 主 に した もの との ，二 つ に 大 別 す る乙 とが で き る。
－－33－
ヽ第 一 の も、の に は ， “T o b a cc o R o a d ”や “J o u r n e y m a n ”な ど の n o v el を■
初め と して ， 短篇 に は “C a n d y m a n B e cc b u m ，”“D a u g h te r”な どか ら，
〃K n ee l to tb e Ri＄ingSun，”“Saturday Afternoon”などを上げること
がで き る。 T ob acco R oad の序文 に詩的に述べ られて はい るが ，多分に
激情 を もって彼が この作品を書 くに至 った理 由が書かれてい るo
M y reco11ection of how ・T obacco R oad，had・its  b e g i n n i n g i s  s t a r k
and  v i v i d ． I t  w a s i n  t h e  h e a t o f  m i d s u m m e r i n  G e o r g i a ， b e l o w  t h e
P ied m o n t， an d I w a s Ⅵra lk i工唱a lo n g a dusty，Weed－bordered，WagOn－
rutted  r o a d ．
Here I w as in m y ow n country，am Ong erOded clay ridgesand barren
＄and  b i l l s ， a l a n d I h a d  k n o w n  a l l m y l i f e ・
A ll a r o u n d me were clusters of stunted，ゝSCraⅥrny，＄Craggly cotton
plan ts trying vainly  t o e x i s t i n t h e d e p l e t e d  s o i l ・
T b e la n d Ⅵra S desolate．
これ を見 ると，明 らかに経済不現が もた らした社会的 不公平 ，矛 盾 とぃ
った よ うな もの に 激 しい 憤 りの 念 に 燃 えて苦 いた もので あ る こ とが わか る0
そ もそ も彼が社会的執 心が強か ったのには理 由が十分 あ るので あ って，
それ は彼 の父が牧師で あ り，こ うい う牧師 としての父か らの道徳 に関す る
直接間接 の影響 と，加 えて幼 少の ころ父について転 々として南部 を さま よ
い，つぶ さに南部 の悲惨 を体験 した こ とが大 き く働いてい るように思 われ
る。 こ う考 えて くる と， 彼 の第 一作 の 中 に社 会 的 矛 盾 を と りあ げた こ と は
十分首肯で きるで あ′ろ う。
と こ ろで ，彼 が こ うい う問題 を取 り上 げ る方 法 に は幾 通 りもあ った こ と
が想像 され る。 社会科学者 としてで もよか ったで あ ろう、し，経 済学者 とし
ても取 り上げ ることがで きた ので あるが ，なおかつ 彼が一つ の作 品一 小
説とい う形 にお いて取 り上 げた ことは，彼の生来 の性向が最 もそれ に適 し
ていたか らで あ ろ う。 そ して叉文 学作 品と してそれ を取 り上 げる場合に し
ても， あ るい は D reiser の ご と く， あ るい は S teinb eck の ご と く取 り
上げ るこ とが で きた ので あ る溝ミ，彼 は一 つ の b u m orou＄－StOry と して 取
り上 げた ので あ った。 それ はやは り彼 の生来 の性 向が それ にむいて いたか
ら と考 えて よい ■だ ろ う。
こ うして彼のす ぐれた作品は∵ 口に言 うと，社会 的蘭心 と，天性 す ぐれ
た b u m orist で あ るとい う，二つの elem en t が 完全 に一 つの ものにと
け こんだ時に生 誉れ るので ある。彼の作品の中には，先に もち ょっとふれ
た よ うに ，人 間 性 に 関 す るす る どい 観 察 眼 と批 判 力 が うか ゞわ れ るが ， モ
・ー34 －
れは前者 と深い関係が あるし，また 彼の作 品はいわゆ る T h ack ery が言
ぅところの p ity を含 んだ泣 き笑 いの場面が 少な くないが ，それ は彼が
S w ift の ご と き冷 い Satirist で 埠 な くて ， あわれ な 人 々 に 同情 を も って
●
接す る b um orist の本 質 に深 くつ なが る もの が あ る こ とを示 し て い る0 ・
こうして以上 の諸要素が揮然 として とけあって一つ の芙事 な成果 を形づ
くって い る もの と しで ‘C andy m an I玉eecb u m ”を あげ る こ とが で き る○無
邪完 な大 きい図体の B eech um が浮 々として恋 人にあll にい く途 中 何
の罪 もないのに白人の巡査 に ビス 下ルに打たれ るので あ るが， その描写に
おいて ，滑稽 な悪気の ない B eech u m その もの と一致す るいかに も，滑稽
なスタイルや ，万膵の 同情 を B e cb u m 即無 この N eg ro 、た ちに注 ぎつ
」社会の不正・不公平に対する激昂を言草の奥に秘めて，見事な bum o・
r ous－StOry に してい る点で C aldw ell の短篇 中の白眉で あろ う。作者 白
身もこの短篇 はよほど気に入 った と見 えて， C aldw ell C arav an の 中で
この短篇につ けた序文の中でつ ぎの ように言 ってい る。
＝I w o u ld  m u c b  r a t l l e r  W ・ r i t e  a  s t o r y  s u c h  a s  t h i s  o n e  t h a n  a  t h r e e －
h u n d r e d －p a g e nOVel，”
この例は，社会的関心が b um or とほ どよ くつ りあって余猶の ある作
品で あるが， C aldw ell の怒 りが遂に b u m or とい うような一歩離れた観
照的態度か ら くる表現 を許 さな くな った ものに， “K n eel to tbe Rising
S u n け や “S atu rday Afternoonりがある。この二篇においては，その一
部において幾 分 b u m orou s な部 分が 見 られ るとして も，全体 の色彩 はあ
くまで 恐 怖 と戦 慄 に満 ちた もの で ， もは や 憤 りが h um or とtl う よ うな
余猶 の あ る態 度 を許 さ な くな って い る。 この こ とは ， 逆 に 見 る と， 彼が こ
の作 品を書 レーた動機が社会的不正や不公平に対す る怒 りか らであ った こと
を示 して ぃ ると も言 え るの で あ る。
2
C ald w ell の第二の特 色埠，人間個 人の持つ滑稽 さ，愚か さを取 り上げ
た 点で あ り， 私 は 彼 の b um or は第 一 の 点 に お け る よ りも，む し ろ この
第 二 の 点 に 中 心が あ る よ うに思 う。 事 実 また 作 品 も， この第 二 の 点 で よ り
多 くの傑作 が見 られ る。 その短篇集 の中の 〃C ou n try Flユ110f Swedes，”
“T h e R u m o r ，” “B ig B u c k ，” “T b e S w e ll－L o o k in g G irl” な ど の 佳 篇
か ら ， “A D a y ，s W o o in g ” “A n A u tu m n C o u r t s b ip ” “T b e N e g r o in
th e w ell” な ど に 及 び ， さ ら に “G od ，s LittleAcre”のnovelに到る
まで ，この系統 に含 めていいで あろ う。
彼 は生来人間の 中にひそむ，いろいろな矛盾や滑稽 さに対 して ，きわめ
・・一 3 5 ・－
? ?? ?
て鋭h 感覚 を持 っていた よ うで あ る0
“c ou n try FullofSwedes”は遠くの工場で働いていたスエーヂン人
たちが大挙 して村へ帰 って来た朝の同 じ村のア メサカ人た ちの驚 きと，あ
ゎてふた め きとを書いた もので あるが，家 を壊 されは しないか とか，物を
掠奪 されは しないか とおび えて，ただ騒 ぎ廻 る M rs・ F rost や Jim の婆
を軽妙 な筆 で措 き，それが結 局何で もない空騒 ぎで あ った こ とを描tlて，
“G 。ds L ittle A cre” の 中で ，生 活の破綻が 目前 に迫 って い るのに，悠 々
と して 出 もしか ′、金塊 を掘 り続 ける人 々の穿 と正に正 反対 の，騒が な くて
いい ことに大騒 ぎす る人々の滑稽 さ，愚か さを笑 った もので ある0
また ＝T b e R um or” は，ノ村の人 々がせ っか くの貯金 を，預 けた 人にみ
んな持 ち逃 げ されて しま うので ，遂 にこの人こそ と思われ る S am に預 け
る こ とに す る。 当初 は ど うして こ ん な に信 用の お け る人 に今 まで 気 づ か な
か ったのか と，ほ めちぎるので あ るが ，その人が ち ょっとした用で ， しば
ら く留守 に したの を， また持 ち逃げ と錯 覚 して，悪 口の限 りを浴 びせ るこ
とに な る。 加 えて 彼 の い まわ しい うわ さが 次 々 と伝 わ って きて ， 遂 に 人 々
は彼 を最 も信 用ぁ お けぬ 男 で ， ど う して こ んな 男 を信 用 した の だ ろ うと さ
ぇ思 うよ うにな る。 そこへ突 然彼が帰 って くる0 そ して預 けた金 には，何
の 変 りもな い。 その うえ， 留守 の本 当 の理 由 を知 る と，彼 等 はす っか り誤
解 を とい て ， うって 変 って もと通 りの 態 度 にな る， とい う話 で あ るが ， う
ゎさによって右 に左 に動 く素朴な 人えの姿 を諷刺 した佳作 で ある0
この傾 向は，すで に第二作の ‥G od・s L ittle A creけ の 中において表わ
れ つ いで短篇集の 中に も数 多 く見 られ るが ， 最後 に ＝G eorg ia Boy”
●
においてい よい よ純化 されて実 を結 んで い る0
“G 。d，s L ittle A cre”は，そこに多分 に社会批判 的要素 は含 まれ てい る
と して もー 例えば主人公 T yT y の長女 の夫 W 比1 T hom son が工場 ス トライキ
を指導するなど一 本質 はや は り作 中人物 のすべて を通 しての人間の滑稽 さ
が 主題であ ると考 えて よいで あろ う0 明 日の生活 さえ危 いわ に，夢 中で金
塊 を探 す T y T y ， ど う して も食 べ て い け そ う もな い ので ， 窮 余 の 策 と し
て検察官の選挙に立候補 しね 身体の巨大な くせに気の′J、さい Pれ加 な
ど の滑 稽 さは 言 うに及 ば ず ，W ill T b oIn SOn も，彼 を と りま く女 性 群 も，
また また T y T y の息子た ち もすべ て これ本能 とい う魔力にあやつ られ
て外界 と隔絶 した一種の真空地帯の中で喜劇を流す る滑稽至極な人々の群
れで あ る0
先 に も述べた よ うに， この傾 向は 1943 年 〃G eorg ia B oy M に到 って一
っの完成 した作品 とな って現 われた と言 って さ しつか えないで あろ う0 こ
・－36 －
’才一 ‘ち－「 ； ’チ
れは商魂 ジ 芳一ジアの片 田舎 の M y old M an と呼ぼれ る父親 とその息子
ち
などが 中心 とな って，つ ぎつ ぎにおこ る田舎 の滑稽 な出来事 を苦 いた もの
である。 くす紙 をひ とまとめに して束にす る機械 を買い入れた父執 ま，面
白さの あ ま りくす 紙 はお ろか ， 使 え る紙 まで 皆 ， 束 に して しま うとい う話
に始 まるこの物語は，結婚 式に教会 の祝 いの鐘 を鳴 らす よ うに頼まれてお
りなが ら， とむ らい の 鐘 を鳴 ら して し ま った た めに ， そ の式 は めち ゃ くち
ゃにな って しま うとい う話な ど，片 田舎 な らでは見 られぬ滑稽 な事柄 をつ
ぎつ ぎに措いて， その 中に けがれを知 らぬ素朴な人々の内にひそむ純朴 さ，
b um an ity を， ほ ほ えみ を もって描 いた もので あ る。
8
以上は主 と して C aldw ell の作 品において b u m of が， どの よ うな位
置を占め， どの よ うな意義 を持 ってい るか について，考 えてみたので ある
が， つ ぎ に も う少 し くわ し く彼 の b u m or その もの に つ い て 考 え， そ し
てさらにそれが，い わゆる A m erican humorの流れにおいて，どのよ
うな位置 を占めてい るか について，考 えて みたい と思 う。
“T ob acco R oad” の目頭で ，主人公 L ov が せ っか く遠 い ところか ら，
かついで来た カブを，妻の実家の父親 に奪 られ まい として，一定の距離以
上近づか ない場 面が あ る。 しか し L ov はそ の家の娘，つ ま り婁 の妹の
E llie Maeの誘惑に負かされて次第にカブのことを忘れ，その方に夢中に
なって い く。 N eg ro が笑い なが ら遠 くの方か らそれ をなが め，父親の，
J eeter は E llie M ae と L ov l との h ig b sentimentにもかかわらず，
そのカ ブが ほ しい ばか りに，相手の耳 に入 らない とい うこ とが わか ってい
なが ら，今年 はす っか り不作で作物 はだ め牢 った とか，お前の カブは虫が
食って はい ない か とか ， く り返 し く り返 し話 しか け る とこ ろが あ る。 こ う
した強 い COntra占t による滑稽 感 をつ く り出す C aldw ell の想像 力はた
しか にす ぐれ た ものが あ る。 これ は ， ア メ サカ ン ・ ユ ウ モ アの 一 つ の特 色
とぃ われ る， い わ ゆ る ，eX ag geration madewitb afrozen faceの一
例で あ ろ う。 こ うい うい わ ば ， 場況 の おか し さ と もい うべ き個 所 は 彼 の作
品の随所 に見 られ る。〃G od，s L ittle Acre”の中で，WillThomsonが
妻にピス トルをつ きつ け られ，裸 になって窓か ら迷 げ出す光景は， hu m o
r ou s のみとは言 えない にして も， A m erican Jok e な らで は見 られぬ光
景で あ ろ う。
先 に述べた よ うに，性格 にお ける矛盾は，彼 の笑 いの申で本質的要素 と
な って い る。 “G od，s L ittle Acre”の申でTyTyは明日の生活も危h
の に十年 叫 日のど と く出 もしない金塊 を求めて，一切 を投 げ出 してい る変
－ 37 一
． ?
?
った人間で あ る。彼の行為だ けを見てい ると，半分 気が狂 ってい るとさえ
言い うるので あるが， しか も彼は けっして愚か な男だ とは言 い切れない も
のが ある。 彼はそ んなばかげた ことは早 くやめた方が いい とい う忠告 に対
して，黄金熱 にと りつかれた ことのない ものには けっしてわか らぬが ，い
った ん この 熱 に と りつ か れ る と， も う理 屈 で は ど う しよ う もな くな るのだ
と， 物 の わか った こ と も言 え るの で あ る。
W hen you get the real honest－tO－gOOdness gold十fever，P luto，yOu  C a n ， t
sbake it loose to save your soul・ M aybe  y o u o u g h t t o b e g l a d y o u a i n ’ t
got tbe bever．I don，t regret it none m yself，n OW  t h a t i t ， s i n m y b l o o d ・
but I reckon．I ain・t like you．A  m a n c a n ， t b e l a z y a n d h a v e  t h e f e v e r
at  t h e  s a m e  t i m e ． I t  m a k e s  a  m a n  b e  u p  a n d  d o i n g ．
（ ＝ G o d ，s  L i t t l e A c r e ” C h a p ・ 2 ）
また彼 は，息子の妻 グ リセル グに向って，人間が本当 に生 きるのには，
頭など必要 はな く，独 りで静か に坐 って， 自分の 内部 にある もの を感 ず る
こ とが必要で あ り，生 活を台 な しに して しま うのは，頭ばか りに‾支配 され
る人間で あ る， とい う意味 の深 淵な人生哲 学 も論 じうるので ある0
・T he  t r o u b l e  w i t b  p e o p l e i s  t l l a t  t h e y  t r y  t o f o o l t h e m s e l v e s i n t o
b e lie v in g tbat they’re di庁erent
t o  c h u r c h  a n d  a  p r e a c h e r  t e l l s
y o u knoⅥr ain，t so・・‥…People
W hen  y o u  s i t  d o w n  b y  y o u r s e l f
f ro m th e Ⅵra y G o d  m a d e t h e m ・ Y o 甲 g O
y ou things that deep dow n in your heart
ught  t o l i v e l i k e  G o d  m a d e u s  t o l i v e ・
and  f e e r w h a t ， s i n y o u ， t h a t ， s  t h e  r e a l
w ay to live・ It・s feeling・ Som e people  t a l k a b o u t y o u r  h e a d b e i n g t h e
th in g to g o b y ，b u t it a in ，t so，・…‥butitcannot feelforyou・People
have got to feel for  t h e m s e l v e s a s  G o d m a d e  t h e m t o f e e l ・ I t ’ s  f o l k s
w ho let  t b e i r  h e a d  r u n  t h e m  w h o  m a k e  a l l t b e  m e s s o f l i v i n g ，
こ うして C aldⅥrell は 人 間 の性 格 の 申に ひ そむ 矛 盾 を と り出 して きて
b um orou s な表現 を与 えたが ，一方にこれ らの人物の話す言英 もまた独
特な もの で あ る。 彼 等 は D av id C opp erfield の M r・ M icaw b er の よ う
に雄弁家で ある。 その用い る言葉 は，時 として詩的で さえあ り， また比類
なく大 げ さで もあ る。 いわゆ る A m erican h u m or の，誇張 した表現が
見られ る。 “G od，s L ittle A cre” の 中で T y T y は さか ん につ ぎの よ う
に言 う。
‥W h at in th e p lu perfe c‖ 1ell a re y ou d ark ie s sa yin g ？＝
＝ W h a t i n  t h e p I u p e r f e c t  h e l l i s a n  a l b i n o ， P l u t o ？ ”
こ うい うす い ぶ ん誇 張 した ものや
‥ Ⅰ，11 b e d o g －g O n e d if I ，m g o in g  t o d i g f o r  n u g g e t s a n d  s e e  t h a t  p r e a －
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c h e r  g e t  t h e m ． ”
この d og －gO Iled などは，蓼 多 く見 られ るが，彼等 特有の滑稽 味 を感 じ
させ る富美で ある。
最 後に彼 の文 の スタイルにつ いて考 えて みた tl。先 に述べた ように彼が
ユウモアを見 出 した のは，田舎 の，土 くさい ，素朴 な人力の申にで あった。
彼は こ うい う人 た ち を作 品 の 中 に表 現 す る場 合 に， そ うい う人 た ちの もつ
雰囲気 にふ さわ しい文体 を使 って い る。す なわち彼等の なまの まま と思 わ
れる言草が 見 られ，描写 も平 易な 日東語 を用 いて，戯画的 な手法 を用いね 。
その中には，先 に も述べた誇張 した表現 もあれば，当 り前の ことを くど く
ど 言わせ て 面 白 味 を 出す とい う方 法 も ある。つ ぎの 例 は，〃A  D a y ， s
W ooin g ” の最 初の 部 分で あるが，主人公 T u 任y が新 しい表 わ ら帽子を
買って意気揚 々と N ancy に求愛 に出か ける場面 であ るが ，彼 はいぎ とな
るとす っか りあが って しまって，一言 も言 えす，ほ うほ うのういで逃げ帰
って しま う。
W h e n  T u ぽ y  W e b b  w o k e  u p  t b a t  m o r n i n g ， t h e 丘 r s t  t h i n g  h e  s a w  w a s
h is new straw血at hanging on the back of the Gane－bottomed chair
beside  t h e  b e d ． T h e  r e d ， O r a n g e ， a n d  b l u e  s i l k  b a n d  a r o u n d  t h e  h a t
looked  a s  b r i g I l t i n  t h e  s u n ＄ b i n e  a s  t h e  d e c o r a t i o n s i n  t h e  s t o r e  w i n －
d o w ＄ in the toⅥ7n On Circu＄day．・…‥
H e  p l a c e d  t h e  b a t  c a r e f u l l y  o n  h i ＄ h e a d  a n d  w a l k e d  o v e r  t o  t h e
m irror  o n  t h e ■ w a l l ．
＝W h e n  N a n c y  s e e  t h i ＄ 1 i d ， S h e ， 1 l c o m e  t u m b l i n g ， ” T a 庁 y  s a i d ．
H e  w a l k e d  p a s t  t h e  m i r r o r  s e v e r a l t i m e ＄ ， f r e e  a n d  e a s y i n  n i s l o o s e
knee－1ength  n i g h t s h i r t ， t u r n i n g  h i s e y e s  t o  s e e  b i m s e l f i n  p a s s i n g ．
りI c o u ld  h a v e  a l l t h e  g i r l s  a f t e r  m e  n o w i f I w a n t e d  t h e m ． ＝
この よ うな文 は， ほ と ん ど彼 の 短 篇 の 大 部 分 を 占 め るが ， こ うい う文 を
読んでいて単 に素朴で滑稽で あるとい うに とどまらず，初 期のユ サモア作
家と違 うと思 われ る点は， こ うぃ う簡単な表現の聞か ら何か 暖か い ものが
わきあが って くる よ うに感 じられ る こ とで あ る。 初 期 の bu m orou s story
は， えて して感情 の ニュアンスに欠け，冗談 にす ぎぬこ とが 少な くない。
それに対 して C aldw ell の ものは表現の奥に，書かれ てい く人物 に対 する
p ity が は っ き りと感 じ られ る。 これ も彼 の 文体 の 大 きな特 色 で あ ろ う。
最 後 に ， h um or が ， ぎ りぎ りの と こ ろ まで さが って ， も うほ と ん ど
j ok e とは 区 別 で きぬ と こ ろまで い って い る例 を あ げて み よ う。 こ うい う
個所 も随所 に見 られ るが， その ことは彼が天性す ぐれた h um or・Sen Se の
－39－
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持主で あ る こ とを示 す もので あ る，つ ぎ の文 は， 〃G od，＄ L ittle A cre” の
中で，T y T y が P luto か ら奇怪至極 な A lbin o とい う全身其自な白子
の話 を， 真面 目に な って 聞 くとこ ろか らで あ る0
しない金塊 を掘 りつづ ける大 きな深 い穴の傍で ，
‥ W h a t y o u f e ll o w s n e e d i s a n a l b in o t o  h e l p
T y  T y  s a t u p  a n d l o o k e d  a t  P l u t o ・
＝ A  w h a t ， P l u t o ？ ”
彼らは T y  T y が 上 汁 も
話を して い るo
y o u u t ，り P lu t o  s a i d ・
＝ A n  a l b i n o ． ‖
‥ W h a t t h e p lu p e r f e c t  h e l l i s a n a l b i n o ， P l u t o ？ I n e v e r  h e a r d o f o n e
b e f o r e ． W h e r e ，d  y o u  h e a r  o f i t ？ ”
‥Y o u k n o w ・ W h a t I ，m t a lk in g a b o u t． Y o u k n o Ⅵ r y O u ，v e h e a r d o f tb e m ・＝
＝I t・ s s l ip p e d m y  m i n d c o m p l e t e l y i f I b a v e ・ t h e n ・ ＝
‥‥ ．‥ A n albinoisoneof tbeseall－White men，Ty Ty・They，re all
w h ite ；血中 a n d ey es an d all，th ey sa y・”
‥O h ， t h a t ，” T y T y said，Sittingbackagain・＝Ididn，t recognizeⅥrhat
y ou w ere ta lk i叩 ab ou t・ at 丘rstノ，
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さて つ ぎ に，－A m erican b u m or にお け る C aldw ell の位 置 を どの よ う
に考 えた らいいで あろ うか0 ‘，T b e Sb ort Story in America1900－
1 950”の著者 はその著 の中で ，つ ぎの ように言 ってい るが，一面 の真理 を
つい た もので あ ろ う。
T h e r e la tio n s h ip b e tw e e n T w a in and CaldⅥrell，de＄pite Mr・Canby，s
statem ent，eXist＄prim arily in  t h o s e s t o r i e s i n  w h i c h  t h e l e a s t t h r o b o f
in d 短n atio n againstamaladjusted worldisevident・
なぜ な らば， C aldw ell の傑作の多 くは，－2 で述べ た よ うに社会 的関心
とい う よ りも，む しろ 人間 その もの の 中に ひ そむ 滑稽 さを描 い た 方 に あ る
からで ある。R ．B ．W est はつづいて，
‥ A C o u n t r y F u l l o f S w e d e s ，＝ ＝C a n d e y － M a n B e e c h u m ・け a ll d e p e n d s
upon grotesque distortions’and exaggerationsofcharact即andincident
told  w i t h  a  q u i e t  u n d e r s t a t e m e n t ・
と言 ってい るが， これ は同時 に T Ⅵ7ain の諸作 品に もあてはま る言草で あ
ろ う 。
しか し M ark TwainとCaldwellの相似性は別の点にもあることを
忘れて はな らない。 それ はほかで もない，今 W ，B en ed ict が取 り上 げな
か った二人の対社会 的熟 むその ものにおいてで ある。 T w■ain の最 大傑作
で あ る “H u ck leb erry Finn”について言うと，これは明らかに東部の
－ 40・－・ 、
旧文化に対す る西部 の新 しい文 化の優越性の旺歌で あると見 て よぃで あろ
う。 つ ま りこれ は， ア メ サカ文 学 史上 最 大 に して ， また 最 も痛 烈 な る社 会
批判 の署で あ る。 （この点についてほ詳 説する余猶を持たないが， 一言すればか
のC on stance R ourke 女史 がその有名 な著 A m 8rican 、H um or の申ゼ，つ ぎのよ
うに言 っているが，－これは女史 の誤 であ ろ うと思 われ る。＝It is a m istake to look
f or the socialcritic－eVen manqu貞一inMark Twain．PP．211）
一方， C aldw ell は， 南部社会 の矛盾 i羊対 す る怒 りを “C an dy－M an
B eecb u m ”や“D au gh ter”な どの，幾つ かの任篇 の 中で表現 した。 以上 の
よ うに対社 会批判 的な両で の相似性 は見のが してはな らぬ 点で あろ う。た
ゞ共にその不正・ 不公平 に対す る怒 りを露骨 に表現せず，巧 みな tech ni
q u e を用いて表現す ることに．よって，冷静 に客 観性 を保 ちえた こ とは，．
〃A m e－rican Finction〃の申でBeachが言っているように，ほとんど完
壁の域 に達 してい る。
最後 に も う一つ ，技巧上 の類似 点が あ る。 それ は ‘n arrativ e metbod’
を共に，その代 表作 において用いてい る点で あ る。
‘‘T he greatest  g i f t  o f  S o u t h  w e s t e r n  h u m o r  t o  M a r k ， h o w e v e r ， i s  a
n a r ra tiv e method．＝
（W ●．B lair ： N ative  A m e r i c a n  H u m o r ）
B lair はこの ように述べて，例 の “Ju m p ing Frog”の物語が三人称的
描写方法か ら M ark Twainの一人称の書き方になるに及んで，にわか
にそ の面 白 さが 増 した こ とを述 べ て い る。 “Ju m pin g Frog”にせよ，
“H uck leb erry Finn”tにせよ，それを三人称の手法をも1って描いたので
は実感 に欠け，間接的 になるこ とは当然で あって，H u ck とい う生粋 の西
部の子供 の，西部特有のい わゆる ‘v ern acular lang u age’ を用ぃて こそ
そこ に実 感 もわ き ， ま、た b u m or も生 す るわ けで あ る。 こ の ‘n arrativ e
m etb od’を M ask Twainに与えたものは，Blairの言うように，
S outbw estern hl】mOrであった。Caldwellがこの手法を比較的最新
作の “G eorgia Boy〃（1943）において用いてぃる意義は大きtl。これは明
らか に H u ck の現代版で ある，少 な くと もその手法におV－ては， この作
品は C aldw ell の新 しい方向 を示 す もので あろ うし， この方向におぃて
こそ彼 の天分 は最 もす ぐれた働 きを示すので はあるまいか。
では，C aldw ell は M ark Twainの後継者であろうか。これは香と答
えな くて は な らぬ よ うに思 われ る。 なぜ な らば ， 結 局 C aldw ell の 中心
は，人間 その ものの 中に ひそむ滑稽 さを tall－tale の形式 を使 うて表現 し
た中 に あ る と考 え られ るか らで あ る。 そ の 中 に こ そ， 彼 の 最 もす ぐれ た 点
－－41 －
がある。 もちろん社会批判的作 品の 中にす ぐれた作品が ない とい うので は
なぃ 。 そ抑 ま先 に もの べ た よ うに “C an dy －m an B eecb l】m ” も （‘D an gh －
t erり も， その 中にはい る傑作で ある。 しか し， この数は きわめて少ない
し， また 同 じ傾 向の nov el は，えて して傑作の名に値 しない ものが少な く
ない。 こうして結論的 に言 うな らば，私 は彼 を A ．B ．L on gstreet や
A rtefn uS Wardといった，そこからMark Twainが出発した作家に
C aldw ell の撼 を求めたい ので あ る。C arl V an Dorenは，その著“The
A m erican Novelの申で，つぎのように言っているが，首肯に値するも
ので あ ろ う。
＝ I f ， a S  H e m i n g w a y  d e c l a r e d ， m O S t  r e C e n t  A m e r i c a n  w r i t e r s  d e r i v e
from M ark T w ain，C aldw・ellgoes back  t o  t h e  e a r l y  r o u g h  p o p u l a r  h u m o r
from  w 王 I i c b  M a r k  T w a i n  d e r i v e d ． ， ，
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